
 

　令和元年度安曇野市の産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）は、
次に定めるところによる。
　なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,330千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36,742千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
　補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）
第２条　地方債の変更は、「第２表　地方債補正」による。

　

        令和元年度　安曇野市産業団地造成事業特別会計

－1－

        補正予算（第１号）



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入
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（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

3 繰越金 1 230 231

1 繰越金 1 230 231

4 市債 31,800 4,100 35,900

1 市債 31,800 4,100 35,900

611 0 611補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 32,412 4,330 36,742



歳　出
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（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 産業団地事業費 32,412 4,330 36,742

1 産業団地事業費 32,412 4,330 36,742

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 32,412 4,330 36,742



１　変更

限度額 起債の方法 利　率 償還の方法 限度額 起債の方法 利　率 償還の方法

地域開発事業債 31,800 証書借入

3.5％以内（た
だし、利率見
直し方式で借
り入れる政府
資金及び地方
公共団体金融
機構資金につ
いて利率を見
直した後にお
いては、当該
見直し後の利
率）

　政府資金に
ついては、そ
の融資条件に
より、銀行その
他の場合は債
権者と協定す
るものによる。
　ただし、財政
その他の都合
により据置期
間及び償還期
限を短縮し、
又は繰上償還
もしくは低利に
借換えするこ
とができる。

35,900 補正前と同じ 補正前と同じ 補正前と同じ

第２表　地方債補正

（単位：千円）

起債の目的
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後
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予 算 に 関 す る 説 明 書

（安曇野市産業団地造成事業特別会計）
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１　総　括
歳 入 歳 出 予 算 事 項 別 明 細 書

(歳　入) （単位 千円）
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款 補正前の額 補　正　額 計

3 繰越金 1 230 231

4 市債 31,800 4,100 35,900

611 0 611補 正 に 係 ら な い  款

歳　入　合　計 32,412 4,330 36,742



(歳　出) （単位 千円）

- 8 - - 9 -

款 補正前の額 補正額 計

訳内源財の額算予正補

源財定特

国県支出金 地　 方　 債 そ　 の　 他
一 般 財 源

1 産業団地事業費 32,412 4,330 36,742 4,100 230

歳　出　合　計 32,412 4,330 36,742 4,100 230



２　歳　　入
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1 繰越金 1 230 231 1 繰越金 230 前年度繰越金

1 商工債 31,800 4,100 35,900 1 地域開発事業債 4,100 地域開発事業債

3 款　　繰越金　　(230)

　　 1 項　　繰越金　　(230) （単位 千円）

目 補正前の額 補　正　額 計

節

説　　　　　　　　　　　明
区　　分 金　　額

計 1 230 231

4 款　　市債　　(4,100)

　　 1 項　　市債　　(4,100)

目 補正前の額 補　正　額 計

節

説　　　　　　　　　　　明
区　　分 金　　額

計 31,800 4,100 35,900



３　歳　出
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1 款　　産業団地事業費　　(4,330)

　　 1 項　　産業団地事業費　　(4,330) （単位 千円）

目 補正前の額 補　正　額 計

訳内源財の額正補 節

説　　　　　　　　　　　明源財定特
一般財源 区　　分 金　　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

1

産業団地事

業費

32,412 4,330 36,742 4,100 230 商工労政課

4,100 230 9 旅費 136 ◎ 6100010 産業団地建設事業費 4,330

11 需用費 94  9 旅費 136

(地方債) 13 委託料 700 ・普通旅費 136

4,100地域開発事業債 17 公有財産購

入費

3,400 11 需用費 94

(その他) ・消耗品費 94

計 32,412 4,330 36,742 4,100 230

230前年度繰越金 13 委託料 700

・用地測量外 700

17 公有財産購入費 3,400

・あづみ野産業団地 3,400



（単位：千円）

当該年度中
起債見込額

当該年度中
元金償還見込額

公営企業債 0 0 35,900 0 35,900

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び
当該年度末における現在高の見込みに関する調書

区　　　分
前々年度末
現  在  高

前 年 度 末
現在高見込額

当該年度中増減見込

当該年度末
現在高見込額
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